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二 中 で 学 ん だ こ と 

 

私が、かつて二中に勤務させていただいていた平成 5年度。二中祭は「見つけよう足りない優しさ、

活かそうその優しさを・・・」をテーマに、全校で追究しました。このテーマを時間をかけて、追究する

ための講師として、お迎えしたのが薬害エイズ訴訟で原告団長として、自らがエイズ感染者であるこ

とを公表して、エイズにかかわる差別と闘っていた石田吉明さんでした。 

石田さんをお招きした講演会。石田さんが、ステージ下で車いすを降り、松葉づえをつきつつ、壇

上に登り、語られた言葉が 30年近くたった今も耳に残っています。 

「エイズ撲滅（当時エイズという病気は、治療薬のない命にかかわる病気で、感染経路もはっきりわ

からず、恐れられていました。そのためか生活の中で「エイズにかからないように」という意味で、

「エイズ撲滅」「エイズ予防」などのことばを標語のように使っていました）ということばを聞くと、腹立

たしくなります。僕たちは、撲滅される存在なのですか。生きていてはいけないのですか」 

石田さんは、小さいころに血友病という病気にかかり、輸血が欠かせませんでした。その輸血のた

めの輸入血液製剤によってエイズに感染してしまいました。生きるために輸血をし、その輸血のため

にエイズという病気に感染した石田さん。それから毎日、何年間も闘い続けている石田さん。 

一方、感染経路がよくわからず伝染し、命にかかわる、治療薬のない病気という不安から、本来い

たわり励ます存在であるはずの患者さんを避け、心に刺さる言葉を発していた自分。石田さんのこと

ばを聞くまで、差別をしている自分のことばにすら気づきませんでした。 

あれから 30年。いま私たちの生活はどうなのでしょうか。 

新型コロナウイルスという、その実態もまだつかめない、感染力の強いウイルス。その治療法もまだ

はっきりしない。はっきりしない中でどんどん身の回りに感染が拡大している。そんな不安が、本来こ

の病気に対して向かうべき怒りを感染してしまった人やものに向けているような気がしてなりません。

私たちの怒りは、「感染しないこと（手洗い・うがい・マスクの着用）」と「感染を拡大させないこと（ソー

シャルディスタンスの意識・検温・体調管理）」に向かうべきものだと思います。学校や家庭・社会の

中で、お互いに気を付けていこうと励まし合い、力を合わせることが、今求められているはずだと思い

ます。 

 

上小圏域の感染がなかなか終息しない状況にあります。私たち職員も日々変化していく情報の中

で、感染拡大をさせないために何ができるか、生徒の皆さんの学校生活を充実したものとなるよう何

ができるか、アイディアを出し合い、できるところからやってみようと挑戦しています。しかし、十分で

ないところも、効果が見られない取組も多々あります。しかし、力を合わせ、知恵を出し合い、挑む気

持ちをもって取り組んでいます。私たちの行き届かない部分をご家庭や地域の皆様のお力をお借り

できればと思っております。 

石田さんは最後にこんなことをおっしゃっていました。 

「人に伝えていくのは難しいですね。間違ったこと、伝わらなくてもいいことはさっと広まっていくの

に、本当に伝えたいこと、語り継がなければいけないことはなかなか伝わらない。ままならないこ

とです」 

私たちの創り出す二中区の小さな社会が、人に対する小さな心遣いを大切にして、みんなで力を

合わせて、この感染拡大に立ち向かうことができれば、そんな学校を一緒に作っていくことができれ

ばと願っています。                                     （文責 酒井 秀樹） 

（中のページには、8月 25日付の萩生田光一文部科学大臣のメッセージをはさみました） 

 

http://mixi.jp/view_community.pl?id=780754


レベル４「特別警報」が発令された中での新たな取組の中から 

 
 

 

【手洗い場の仕切り】            【マウスシールドを活用した授業】 

 

  

今までもお願いしてきたことですが、以下の点を再度ご確認、ご協力ください。 

 

感染をしないため 

 帰宅後、ご家庭でも手洗い・うがいをこまめに行うようにしてください。 

 部屋の中の換気も、時間を決めて行うようにご配慮ください。 

 毎日の健康観察を確実に行ってください。 

 発熱・倦怠感・風邪症状がみられる場合、生徒の皆さんの登校は控えるようにお

願いします。この場合の欠席は「出席停止」の扱いとさせていただきます。 

 放課後や休日など、しばらく友人宅への行き来は避けるようにお願いします。 

 

感染拡大を防ぐために 

 保健所から生徒の皆さん・ご家族が「感染者」「濃厚接触者」「接触者」と連絡が

あった場合、すぐに学校にご連絡いただき、生徒の皆さんの登校は控えるように

お願いします。早めの対応が重要なのですが、保健所から学校に直接連絡は来ま

せん。ご協力をお願いします。この場合の欠席は「出席停止」の扱いとさせてい

ただきます。 

 生徒の皆さんやご家族が「ＰＣＲ検査を受ける」場合も、すぐに学校にご連絡く

ださい。 

 土曜・日曜等の休日に上記にかかわる連絡をいただく場合は、市役所代表の電話

（２２－４１００）に「緊急連絡」としてご連絡ください。すぐに学校から折り

返しご連絡をします。 

保護者の皆様にお願い 

 


